
本講義資料のご利用にあたって 

本講義資料内には、東京大学が第三者より許諾を得て利用してい
る画像等や、各種ライセンスによって提供されている画像等が含
まれています。個々の画像等の利用については、それぞれの権利
者の定めるところに従ってください。 
著作権が東京大学の教員等に帰属する著作物については、非営利
かつ教育的な目的に限り複製および再配布することができます。 

ご利用にあたっては、以下のクレジットを明記してください。 

クレジット： 
UTokyo Online Education　学術フロンティア講義　2024S　石井 剛 



ポスト2050を希望に変える

東アジア藝文書院2024年度学術フロンティア講義/高度教養特殊講義（東アジア教養学）　　　　　　　　　　　　　　　　2024年4月5日

30年後の世界へ



東京大学 
東アジア藝文書院
East Asian Academy for New Liberal Arts

形のバリエーションA



• 2019年設立 

• 北京大学とのジョイントプログラム 

• 「東アジアからの新しいリベラル
アーツ」

形のバリエーションC

• リベラルアーツと東アジアの
融合 

• 「書院」としての学問共同体

• 「世界」と「人間」の再定義 

• 空気の価値化

• 研究 

• 教育 

• 社会連携





”共生”/Convivialism/惑星的哲学・倫理学

形のバリエーションB

研 究



副専攻プログラム「東アジア教養学」

形のバリエーションB

教 育



形のバリエーションB

社会連携
ダイキン-東大産学協創協定



「30年後の世界へ」シリーズ

形のバリエーションB

書籍シリーズ 
2020年度「「世界」と「人間」の未来を共に考える」 

2021年度「学問とその“悪”について」

授業動画公開 
2020年度、2021年度 

2022年度「「共生」を問う」 

2023年度「空気はいかに価値化され
るべきか」



2024年度サブテーマ

ポスト2050を希
望に変える
1. 復興の技法 

2. ロゴスの複雑化 

3. 惑星時代の人間

形のバリエーションB



第2講（4月19日）

レジリエンスと地域の復興

溝口勝 
（農学生命科学研究科）

農 学

形のバリエーションB



第3講（4月26日）

人類はこれからどのような食生活をして
いくべきか——次世代栄養学とOne Earth 
Guardiansからの提言

高橋伸一郎 
（農学生命科学研究科）

応用動物科学

形のバリエーションB



第4講（5月3日）

100年前の日仏交流と平和思想 
――「気象台」としての宗教学

伊達聖伸 
（総合文化研究科）

宗教社会学

形のバリエーションB



第5講（5月10日）

外人にかたりかけること 
――間際性(transnationality)の場面と
異言語のかたりかけの政治

酒井直樹 
（コーネル大学/東京カレッジ）

思想史・批評理論

形のバリエーションB



第6講（5月15日）

復興の未来

羽藤英二 
（工学系研究科）

都市工学

形のバリエーションB



第7講（5月24日）

藻と人間 
——惑星サルベージとテラフォーミン
グの倫理

福永真弓 
（新領域創成研究科）

環境社会学

形のバリエーションB



第8講（6月7日）

空間・技術・創造力 
――建築史からの示唆

野澤俊太郎 
（東アジア藝文書院）

建築学

形のバリエーションB



第9講（6月14日）

人間復興と精神復興

中島隆博 
（東洋文化研究所）

中国哲学

形のバリエーションB



第10講（6月21日）

いま「東洋」と「近代」を考えて、
未来に何をのぞめるだろう？

冨澤かな 
（人文社会系研究科）

宗教学

形のバリエーションB



第11講（6月28日）

分解の哲学 
——「食べる惑星」の脱領域的研究

藤原辰史 
（京都大学人文科学研究所）

歴史学

形のバリエーションB



第12講（7月5日）

パンデミックを銘記する

岩川ありさ 
（早稲田大学文学学術院）

現代日本文学

形のバリエーションB



第13講（7月12日）

希望のロゴス 
――危機における「生」について人
類の智慧が教えてくれること

石井剛 
（東アジア藝文書院）

中国哲学

形のバリエーションB




